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牧野牧野 友紀友紀
日本ユニシス株式会社日本ユニシス株式会社

SOASOAを再考するを再考する

２００８－０６－２４２００８－０６－２４

SOASOAの説明例の説明例

自分が社内でする説明では・・・自分が社内でする説明では・・・

SOASOAとは、散在するシステムを，業務視点のとは、散在するシステムを，業務視点のサービスの集合サービスの集合とと
捉え，ビジネス環境の変化に対して，迅速にサービスを組み換捉え，ビジネス環境の変化に対して，迅速にサービスを組み換
えるえる ((ビジネスプロセス統合ビジネスプロセス統合) ) ことで，柔軟に対応する仮想シスことで，柔軟に対応する仮想シス
テムの設計原則テムの設計原則

サービスとは、アプリケーションがネットワーク経由でサービスとは、アプリケーションがネットワーク経由で利用利用可能可能
ななソフトウェアソフトウェア・モジュール・モジュール
標準的な記述方法によるインタフェース定義標準的な記述方法によるインタフェース定義

メッセージ送受信によるデータ交換メッセージ送受信によるデータ交換

内部処理は隠蔽内部処理は隠蔽

WebWebサービスはサービス実装のインタフェース技術の一つサービスはサービス実装のインタフェース技術の一つ
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サービスとビジネスプロセスはサービスとビジネスプロセスは
直接関係する？直接関係する？

SOASOAははBPMBPMの実現のための基盤である。の実現のための基盤である。

ビジネスプロセスの自動化ビジネスプロセスの自動化

サービスの組合せ＝ビジネスプロセスサービスの組合せ＝ビジネスプロセス

∴ビジネスプロセスの変更＝サービスの組替え∴ビジネスプロセスの変更＝サービスの組替え

モデル駆動開発モデル駆動開発
ビジネスプロセス分解ビジネスプロセス分解

CIMCIM ＝＞＝＞ PIMPIM ＝＞＝＞ PSMPSM
BPMNBPMN（（CIMCIM）＝＞）＝＞BPMNBPMN（（PIMPIM）＝＞）＝＞BPELBPEL

例えば、企業間ビジネスプロセス例えば、企業間ビジネスプロセス

見積もり
を依頼する

見積もり
回答を受ける

見積もり
を評価する

発注を
する

購
買
側
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業

見積もり
依頼を受ける

見積もり
回答する

受注
する

販
売
側
企
業

これサービス？
これBPELで実行可能？これBPELで実行可能？

サブプロセス・レベル
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例えば、企業内ビジネスプロセス例えば、企業内ビジネスプロセス

見積り依頼
内容評価

見積り書
作成

営
業

原価
見積り

見積もり
原案作成

商
品
企
画

納期算出

製
造

構成情報 原価見積り
・納期情報

これサービス？
これBPELで実行可能？

サブプロセス・レベル

BPEL/WebBPEL/Webサービス実行適正範囲サービス実行適正範囲

顧客情報
取得営
業 取引履歴

取得
与信情報
取得

顧客管理 販売管理 債権管理

顧客基本
情報サービス

顧客商談記録
サービス

顧客別販売
履歴サービス 受注

サービス

顧客別債権
情報サービス

督促対象照会
サービス

PIM:BPMN

BPEL/Webサービスの粒度
業務視点：とても小さい（一画面程度）
ソフトウェア視点：大きい（ｎオブジェクト）

<process name="loanApprovalProcess" ...> 
<variables> 
<variable name="requestCustInfo" messageType=“requestCusomerInfoMessage"/> 
... 

<flow> <receive name="receive1" partner="customer" portType=“crmns:tCustinfoPT" 
operation=“getCustinfo" variable="request" createInstance="yes">
... 

PSM:BPEL
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ビジネスプロセスとサービスの関係ビジネスプロセスとサービスの関係

プロセス

プロセスとアクティビティ
分析により分解する

粒度 大

粒度 大

アクティビティ１ アクティビティ２ アクティビティ３ アクティビティ６

販売システム
（コンピュータ）

販売営業職務
（人）

在庫管理
システム
（コンピュータ）

販売業務サブプロセス

サービス サービス サービス サービス

Paul Harmon,Business Process Chanage,Morgan Kaufmann Publisers参考

アクティビティ

ソフトウェア業務マニュアル

職務分析とソフトウェア設
計を行いアクティビティを
大きな単位にまとめる

要求仕様
作成

ソフトウェア
設計と業務
マニュル作成

真と偽真と偽

“ビジネスプロセス”と“サービス”は多義的（“ビジネスプロセス”と“サービス”は多義的（BusinessBusiness、、IT)IT)

【【偽偽】】ビジネスプロセス（ビジネスプロセス（BB＆＆II）はサービス（）はサービス（BB＆＆II）の組合せであ）の組合せであ
る。る。
【【偽偽】】ビジネスプロセス・モデル（ビジネスプロセス・モデル（BB）の分解で実行可能なモデ）の分解で実行可能なモデ
ル（ル（II）ができる。）ができる。

【【真真】】ビジネスプロセス（ビジネスプロセス（II）は複数の業務アプリケーション・プロ）は複数の業務アプリケーション・プロ
グラムが連携するプロセスを指す。グラムが連携するプロセスを指す。
サービス（サービス（II）の組合せは一つの方法。）の組合せは一つの方法。
【【真真】】ビジネスプロセス（ビジネスプロセス（BB）は、製品やサービス（）は、製品やサービス（BB）を生み出）を生み出
すよう設計された一連のステップである。すよう設計された一連のステップである。
ビジネスプロセス・モデル（ビジネスプロセス・モデル（BB）は、相互理解のため現実の）は、相互理解のため現実の
複雑なプロセスを捨象し抽象化したモデルである。複雑なプロセスを捨象し抽象化したモデルである。
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SOASOAとはとは
SOAは，ネットワーク上に分散配置されたアプリケーションの機能
をソフトウェア部品として公開し、他のアプリケーションと共有可能
にするソフトウェア構造を設計する指針：アーキテクチャ・スタイル
である。この公開する機能をサービスと呼ぶ。

既存のサービスを組み合わせることによって複雑なアプリケーショ
ンを作成したり、システム境界を跨ぐプロセスを形成するためにア
プリケーションを連携させることができる

サービス提供
アプリケーション

サービス利用
アプリケーション

SOAソフトウェア構造

サービス

では、では、SOASOAの本質は何？の本質は何？

変化対応力なんてない。いつも変化してるから
さ。

知恵あるアメーバの言葉
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あなたの要求は実装される？あなたの要求は実装される？

実装される可能性大実装される可能性大

最大公約数的な要求最大公約数的な要求

繰り返し行う要求繰り返し行う要求

法的な要求法的な要求

経年中要求変更が少ない経年中要求変更が少ない

実装される可能性小実装される可能性小

一部の利用者の要求一部の利用者の要求

頻度の少ない要求頻度の少ない要求

非定型的な要求非定型的な要求

経年中要求変更が多い経年中要求変更が多い

SOASOAは開発生産性、全体最適とは開発生産性、全体最適と

よく言うがよく言うが

サーバー
アプリケーション

＊

＊

クライアント
アプリケーション

１

SOAソフトウェア構造

サービス

＊

情報システム部門
管轄

SOAでやりたかったことはこんな
こと？

一度作ったらあまり変更されない

前頁、右の要求の人は満足でき
ない
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10 1000 10,000,000

“sex”

“mp3”

“Britney Spears”

少数多品種の累積が全体の大半を占める。 ２０：８０の理論の破綻（商品種別の20
パーセントが80パーセントの売上を締める）。

比喩：Googleの検索統計

トラフィック量

語彙数

検索頻度が高い上位10語は
トラフィック量の3％を占める

残りの検索語は97％を占める

ロングテール理論ロングテール理論

多様性を認めると

“気づき（Making new discovery）”

“創発（Emerge）”

が起きる。

10 1000 10,000,000

機能1

機能2

機能3
従来のシステムの
作り方では破綻

従来のシステム化範囲

価値観は“効率”

開発のコスト構造制約

－度重なる要求変更
－開発規模の爆発

市場投入機会の喪失

－すぐにリリースでき
ない

継ぎ足しによる拡張性
の低下

ロングテール理論ロングテール理論
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多様性に対するソフトウェア戦略多様性に対するソフトウェア戦略

情報システム部門は、完成したソフトウェアの提供情報システム部門は、完成したソフトウェアの提供
を行うことをあきらめる。を行うことをあきらめる。

サービスとアプリケーション開発環境の提供に限るサービスとアプリケーション開発環境の提供に限る

ユーザー部門の役割毎に独立したアプリケーション実ユーザー部門の役割毎に独立したアプリケーション実
行環境を作る行環境を作る

アプリケーションの完成はユーザー部門に委ねるアプリケーションの完成はユーザー部門に委ねる

現場の課題は、現場で解決する。現場の課題は、現場で解決する。

サービスの組み合わせ、組み変えはユーザーが行う。サービスの組み合わせ、組み変えはユーザーが行う。

ユーザーの責任において、社外サービスも利用する。ユーザーの責任において、社外サービスも利用する。

SOASOAの本質は、多様性に対応するの本質は、多様性に対応する

構造構造

サービス

＊

＊

サービス利用
アプリケーション

＊
＊

SOAソフトウェア構造

情報システム部門
管轄

ユーザー部門
管轄

サービス提供
アプリケーション

＊
１
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現場の多様性実現は現場の多様性実現は＊＊

サービス

＊

＊

サービス利用
アプリケーション

＊
＊

SOAソフトウェア構造

サービス提供
アプリケーション

＊
１

現場の課題は現場で解決現場の課題は現場で解決

サービス
（データ処理・管理）

サービス利用
アプリケーション
（情報の利活用）

現場の視点
課題解決に合わせ
サービスを組合せ情報
処理を行う。

情報処理視点
データの管理、高度な
データ処理を提供する

データ

情報

情報=データ＋意味

可変的：変更し続ける
定型・非定型処理

固定的：あまり変更しない
定型処理
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開放系の分散システム・スタイル開放系の分散システム・スタイル

業務基盤
アプリケーションC

サービス

業務基盤
アプリケーションD

サービス

業務基盤
アプリケーションE

サービス

合成サービス 合成サービス

業務支援
アプリケーションA

業務支援
アプリケーションB

ドメインBドメインA
水平方向：
関心事の分離

垂直方向：
固有と共通の分離

利用者と提供者の視点の違い利用者と提供者の視点の違い

じゃらんnet http://www.jalan.net/

出張JAWS http://fairyware.jp/jaws/
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出張出張JAWSJAWS

宿泊施設予約
（じゃらんnet）

サービス

レストラン情報
（ホットペッパー
グルメサイト）

サービス

地図情報
（Google Map）

サービス

合成サービス

出張者
旅行計画支援

経路検索
（RailGo
＜駅すぱあと>）

サービス

利用者の部分的な行為

利用者の意図の表現

意思決定前の情報形成が課題意思決定前の情報形成が課題

時間t

意志決定後の
ルーチンワーク

意志決定後の業務の効率化や省力化はIT化により既に実現
業務品質に直結する意思決定前の情報形成が今後のIT化の重要な課題

品揃え、人材計画など

販売、仕入、経費管理など

情報
抽出

情報
登録

情報
登録

情報
抽出

まだまだIT化が進んでいない

IT化が進んでいる

意思決定前の
ナレッジワーク

意思決定後
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利用者の情報形成は利用者の情報形成はSOASOAが基盤が基盤

サービス

＊

＊

サービス利用
アプリケーション

＊
＊

SOAソフトウェア構造

情報システム部門
管轄

ユーザー部門
管轄

サービス提供
アプリケーション

＊
１

利用者自身が
組み合わせる

利用者毎の要求に応じ
て組み合わせが変わる

今後の期待今後の期待

従来の従来の
情報システム情報システム

大小
要求の多様性

少

多

要
求
の
頻
度

定期稼働型

年、四半期毎に稼働する
ex.財務会計報告処理

SOASOAが適するが適する
情報システム情報システム

パーソナライズ型

利用者が自分に適したシス
テムを誂える。

習慣、ビジネスルールが異
なる複数の取引先とのオンラ
イン化

Amazon/Google型
少量多品種在庫管理。

時限利用型

期間限定のシステム
ex.プロジェクト支援、セール販
売支援
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SOASOAの虚と実の虚と実

虚：虚：SOASOAは情報システムの開発生産性の向は情報システムの開発生産性の向

上や全体最適に寄与し、情報システムの上や全体最適に寄与し、情報システムのココ
ストを抑制ストを抑制するする効率化を主目的効率化を主目的にしたアーにしたアー
キテクチャ・スタイルである。キテクチャ・スタイルである。

実：実：SOASOAはビジネス活動のはビジネス活動の効果の向上を主効果の向上を主

目的目的に、に、多様性の実現多様性の実現を支援する情報シスを支援する情報シス
テムのアーキテクチャ・スタイルである。テムのアーキテクチャ・スタイルである。


